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巻頭言�

　今年の夏は一層暑く感じるのは私だけでしょ
うか。昨年からの原材料の値上げ、特に私ども
業界にとっては一番仕入れ価格の大きい紙の一
斉値上げには対応の仕様がありません。苦慮の
末客先に値上げのお話を持って行っても、先方
の担当からは、「今、私どもも大変厳しい状況
なので」とか、「それではよそから見積もりを
取って一度検討をいたします」とか、なかなか
色よいご返事をいただけません。それでも、原
価計算をして採算の合わないものは注文が来な
くてもいいと思い切っているのですが、悩まし
い限りです。ふだんからの客先との関係が問わ
れる今日この頃です。�
　早いもので、組織・共済委員長を拝命して３
年目に入ろうとしています。私の所属する熱田
支部では、ここ数年で３社の退会会社がありま
した。今、支部再編も含めて、私ども印刷にた
ずさわるものとして危機感を持たざるを得ませ
ん。�
　紙を含めた原材料の値上げやら印刷需要の減
少、それに伴う受注競争の激化等、数え上げる
ときりがないくらいの課題を抱えています。し
かし、これはわれわれ印刷業界ばかりでなく、
今日本のすべての中小零細企業が抱えている課
題なのでしょう。このような時こそ、会員の皆
様と手を携えてより良い印刷組合を目指そうで
はありませんか。�

　過日の中部地区印刷協議会上期会議では全印
工連水上会長が、紙の配送のお話をされました。
今、われわれは要るものをリアルタイムに発注
して物流コストを高めているのではと話され、
トヨタの看板方式に習い、確かに便利な仕組で
すが、いろいろな意味で紙の価格を高くしてい
るのではと気になりました。お互いに、紙屋さ
んも印刷屋さんもより良い方法を今後考えてい
く必要が有るのではと思いました。�
　地区協議会では、水上全印工連会長のお話、
数日後には、ＪＡＧＡＴの総会で浅野前会長の
お話を聞く機会を得ました。お二人で業態変革
を企画実行なさっただけあって、企業の目標を
示されましたが、大変有意義なお話でした。持
って帰って自社に如何に応用し実行するかは
100人100社多様なのではないでしょうか。�
　組合員との交流の中にきっとヒントはあるは
ずです。様々な方との出会いの中にヒントを見
出し、どうかお一人でも多くの組合員の方がそ
のヒントを自社の糧にしていただけたらと念じ
ます。松下幸之助翁のお話に『私の会社は物を
作っている会社ではあるが、それよりも人を作
っている会社である』と言われたそうですが、
会社の基幹は人であり、人作りこそが会社の礎
と痛感します。�
　会員会社各位の発展を祈念申し上げます。�

「暑い夏に思う」�
 交流の中にあるヒント、そのヒントを自社の“糧”に！�

組織・共済委員長　猪飼　重太郎�



　愛知県印刷産業団体連絡会（w井昭弘会長）は、
原材料の高騰で印刷業界が経営圧迫の危機にみまわ
れている現状を知ってもらおうと、中部経済新聞７
月25日付け紙面に、「『印刷諸資材』の大幅値上が
りに伴う印刷産業の窮状にご理解ご協力をお願いい
たします」と題した全面広告を掲載しました。�
　全面広告は、本ページ下段に掲載の意見広告と、
18団体を代表して、愛知県印刷工業組合・w井昭弘
理事長、愛知県製本工業組合・岩崎達夫理事長、6

日本グラフィックサービス工業会愛知県支部・都築
延男支部長、愛知県紙器段ボール箱工業組合・富田
守泰理事長、中部フォーム印刷工業会・松尾富正会
長の５団体が自組合の現状を報告している。�
同新聞から愛印工組w井理事長の掲載文を紹介して
みることにします。�

　印刷産業は「受注量」は減っていないものの、「受
注額」が減少しています。技術革新により製造工程
の合理化を進めるとともに積極的な設備投資の結果、
供給の過剰が価格の下降に繋がり、身内での「安売
り合戦」状態になっています。�
　原油をはじめとする原材料費の高騰を受け、印刷
業でも一次二次三次と「用紙」の値上げが度重なり、

更に先月には再度15％以上もの大幅な値上げを受け
ました。同じく諸資材も20％増と、コスト削減の企
業努力は限界を超え、企業経営の継続すら難しい状
況です。これに加え、業界の長年にわたる価格競争
や長時間労働など、「健康な状態」とはとても思わ
れません。�
　「健康な印刷業界」を目指すにあたり、お客様に
も無駄のない発注方法を、我々は自社の改善策はも
とより、調達における物流コストの削減など、仕入
れ先様にも協力し、お客様、我々、仕入れ先様の三
社による徹底した合理化でコスト削減の努力を行い
ます。この危機をなんとしてでも脱出して、健康な
業界にしていきたいと考えています。�
　業界は今後「印刷」だけではなく、企画マーケテ
ィング、デザインなどのソフトサービス化を推進す

ることで事業領域を拡大できます。組合でも数字に
強い経営者の育成や委員会活動など、お客様の情報
発信のサポート役として、お役に立てるよう対応策
を展開してまいります。�
　毎年多くの若者が印刷業界への就職を希望してき
ます。その“憧れ”は社会が求めている我々のある
べき姿なのではないでしょうか。我々はその期待さ
れる役割を追求し、若者が夢を実現できる業界にな�
るよう、懸命に取り組んでまいります。�
　ちなみに、愛知県製本工業組合は「印刷会社と共
同で危機打開」、日本グラフィックスサービス工業
会中部支部は「自社ブランドの確立に努力」、愛知
県紙器段ボール箱工業組合は「課題抱え経営改善急
務」、中部フォーム印刷工業会は「自助努力だけで
は限界」と題した一文を寄せ、窮状を訴えている。�
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愛知県印刷産業団体連絡会�

中部経済新聞に「印刷諸資材」の大幅値上げに関する    意見広告掲載�

健康な業界をめざす�
　　　若者が夢を持てる職場に�

全日本印刷工業組合連合会副会長�
愛知県印刷工業組合理事長�
愛知県印刷産業団体連絡会会長�

　　　　　　　　　W井  昭弘�



　平成20年７月18日f午後３時30分から、平成20年
度７月期理事会支部長会が29名の出席により、愛知
県印刷会館３階・会議室で開かれました。�
　まず最初にw井昭弘理事長が挨拶に立ち次のよう
に述べました。�
　「５月の総代会で理事長に就任させていただきま
した。２年間、一所懸命務めますので、ご協力をお
願いします。早いもので、2008年も、すでに半ばに
さしかかってまいりました。そのような中で、我々
の業界は大変に厳しい状況が続いています。原油の
値上がりでガソリン代が高騰し、更に食材も値上が
りし、すべての物価が上がって、人々の生活にまで
大きく影響してきています。しかし、この値上がり
が果たして本物かを考えますと、いささか疑問を感
じます。私は実体経済ではなく、マネーゲーム化し
てきていると思います。もし、マネーゲームであれ
ば、その反動が必ずあります。反動があった時、私
たちは、もう値上げ交渉はできなくなります。そう
いう意味では、いまが値上げの一番のチャンスと言
えます。例えば、ガソリンや鋼材が値下がりすると
いうニュースが流れ始めると、我々は値上げができ
なくなります。従って、いま値上げをする必要があ
ります。以前、オイルショックの時も紙は値上がり
しました。その時は、印刷会社も値上げをさせてい
ただきました。オイルショック後、紙が値下がりし
て、印刷会社は儲けさせてもらいました。今回もそ

ういう形なるとありがたいなと思います。そういう
甘い夢も抱いていますが、いずれにしても、いま値
上げさせていただかないと、価格の改正はできませ
ん」�
　「愛印工組の機関誌『あいちの印刷』７月号に私
の組合活動のテーマをプリントしたものを同封させ
ていただきました。平成20年・21年度のテーマは『健
康な印刷業界にする』です。健康な印刷業にするた
めには、売上対経常利益率５％を目指す必要があり
ます。それができない企業は退場させられるという
ことを私は繰り返し発言していきます。価格競争は
どこまでもついて回ります。そして、下をくぐる人
も出てきます。その人が５％の利益を上げていれば
いいのですが、そうではないと思います。数字が全
くわからない状態で価格競争しているというのが我々
の業界です。だから、私は組合員の皆様方に５％あ
るかどうかを考えていただきたいのです。５％なけ
れば、退場を迫られます。５％にするのに手っ取り
早いのが値上げです。そして、改善によりコストを
下げたり、仕入先に協力していただいて購入価格を
下げるとか、いろいろなことを考えていかなければ
なりません。それに真剣に取り組むかどうかが問題
になります。とにかく、値下げは絶対にあり得ませ
ん。これを私は何度も言い続けていく所存です」�
　「７月25日付けの中部経済新聞に我々の窮状を訴
える意見広告を掲載します。愛知県印刷産業団体連
絡会名で、業界全体が協力して１ページの全面広告
を出します。今回の紙や諸材料の値上がりは、これ
までとは環境が違うので、私は大きな危機感をもっ
ています。それをお客様にも知ってもらいたいので、
意見広告を出すことにしました。経済の動向を見る
と、これからインフレになっていくと思われます。
そういう環境下で、私たちはどのようにして資金運
用をしていくのか、それが経営者として非常に大切

な仕事になってまいります。皆様方が支部に帰られ
たら、『いまが値上げのチャンスですよ』と支部の
方々を指導していただけると幸いです。また、支部
会を開かれる時は連絡してもらえれば、私が出向き
ます。支部会の席で組合員の皆様にも売上対経常利
益率５％を呼びかけたいと思います」�
　このあと、w井理事長が議長を務め議案審議を進
めました。以下、その内容の要旨です。�
　 1）組合員の加入・脱退について�

　６月30日付けで６社が脱退し、㈲水野印刷工芸（東
三河支部）の加入が承認され、総数328社であるこ
とが報告されました。�
　 2）用紙値上げの件�

　①公正取引委員会への調査依頼と②７月25日付け
中部経済新聞への意見広告掲載が説明されました。�
　 3）愛知県印刷工業組合名簿作成の件�

　名簿は愛知県印刷産業団体連絡会主体で進められ、
傘下18団体の名簿にすることが説明されました。�
　 4）平成21年度新年互礼会の件�

　平成21年の新年互礼会は１月15日eに名古屋国際
ホテルで開催されます。また、今後については、関
連業者の負担も考え、省力化して一度で行えるよう
に合同で互礼会を開くことを他団体に呼びかけてい
くことが説明されました。�
　 5）愛知県印刷会館の新・増改築検討委員会の件�

　この件は、愛知県印刷協同組合の白井紘一代表理
事が説明に立ち、新築に向けて検討を進めることを
報告しました。�
　 6）今後の事業等、日程について�

　◇９月期持出し理事会�

　期日：９月５日f～６日g、会場：三河湾リゾ
ートリンクス（愛知県幡豆郡吉良町大字宮崎字中
道下15、電話0563-32-3711）�
　◇従業員・家族合同レクリエーション大会�

　期日：９月７日a、行先：京都・清滝ウオーキ
ングと川床料理�
　◇印刷寺子屋�

　日時：９月11日e、会場：愛知県印刷会館�
　◇エクスペリエンス・マーケティングセミナー�

　日時：９月25日e、講師：藤村正宏（フリーパレット集
客施設研究所代表）、会場：栄ガスビル５階大会議室�
　◇2008全日本印刷文化典in鹿児島�

　日時：10月17日f、18日g、会場：城山観光ホテル�
　◇永年勤続優良従業員表彰伝達式�

　期日：10月31日f、会場：愛知県印刷会館�
　◇12月期支部長会・理事会�

　日時：12月５日f、会場：愛知県印刷会館�
　◇平成21年　新年互礼会�

　期日：平成21年１月15日e、会場：名古屋国際
ホテル�
　◇２月期理事会�

　日時：２月19日e、会場：愛知県印刷会館�
　◇中部地区印刷協議会下期会議�

　期日：２月20日f・21日g、会場：キャッスル
プラザ（名古屋市）�
　報告事項では、中部地区印刷協議会上期会議（三
重県会議）の分科会及び理事長会での協議事項が報
告され、また、支部活動の現況が報告されました。�
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挨拶するW井理事長�



　経営革新・マーケティング分科会／報告者　出村明副

委員長（石川県工組常務理事）�

　用紙値上げへの対応ですが、いま紙や資材の値段が上
がっているのは、よくお客様もご存知のことで、そうい
う時期に値上げをしないと、逆に我々印刷業界が儲かっ
ていると誤解されてしまう可能性があります。いまこそ、
値上げのチャンスであるということをよく理解していた
だきたいと思います。�
　用紙値上げの各県の状況ですが、愛知県は去年は企業
規模の大小で差のついた値上げ幅でしたが、今回は大手
も小規模も同じく15％という申し入れが紙商からあった
とのことです。�
　岐阜県は値上げを阻止できそうもなく、対応は買い置
きを増やすくらいしかないといっておられました。お客
様への値上げ転嫁はなかなかできないが、リピート商品
に関しては、発注ロットを増やすことでアプローチが可
能ではないかという発言もありました。�
　三重県は７月からはやむを得ないので値上げは受け入
れていくとのことでした。ただ、これで終わりではなく、
まだまだ値上げが続く予感がするので、いま印刷価格を
上げておかないと、次の用紙値上げの時に更に大変にな

ると言っておられました。�
　富山県はクライアントが紙の値上げ分の製品価格を認
めてくれないので、その分は印刷会社が吸収せざるを得
ないというのが現状だそうです。�
　石川県では、やはりメーカーが強硬に値上げを要請し
てきています。某社では、10％を目標にしてクライアン
トに値上げをお願いし、もしダメならそのお客様との取
引を諦めるくらいの覚悟で臨んでおり、万が一値上げを
断られて１割のお客様を失っても利益を出せるようにし
たいとのことです。�
　結論としては、資材の値上げ情報はクライアント各社
にも行き渡っており、印刷価格値上げの土壌も整ったと
思われるので、印刷会社も積極的に値上げの働きかけを
していくべきだという意見でまとまりました。�
　教育・労務委員会／報告者　高橋一郎副委員長（岐阜

県工組常務理事）�

　「印刷・製本作業のリスクアセスメントのすすめ方」
ですが、これは作業現場における危険性、有毒性を特定
してリスクの見積をして低減を図ることをまとめた資料
で、各県の労働局にあるので、県工組の事務局から問い
合わせれば入手ができるとのことです。�

　オフセット技能検定は中部地区では、盛んに実施して
おり、レベルアップのために今後も続けていただきたい
のですが、基準がはっきりせずにバラバラです。それを
統一していただきたいという意見が出ています。�
　営業士のフォロー教育の実施ですが、過去に営業士の
資格を取得されている方の中には写植・版下の時代に取
られた人もみえると思います。現在はフルデジタルの時
代ですので、レベルアップのための再教育セミナーも企
画されています。各県工組で実施を検討していただきた
いと思います。�
　労働関係法令への対応については、労働契約法が３月
１日に施行されました。パート社員と正社員の差が縮ま
っているので、しっかりとした労働契約を結び、採用し
ていただきたいと思います。また、障害者雇用促進法の
一部改正が国会に提出され審議中ですが、これは中小企
業の障害者雇用が低下傾向にあるので、雇用促進を期待
するとの主旨で提出されたものです。�
　環境委員会／報告者　細井俊男委員長（愛知県工組副

理事長）�

　グリーンプリンティング認定制度は、取得に要する金
額も非常にお値打ちですし、印刷物にもマークを表示で
きます。そういった意味からも認証取得を推奨します。
また、他社との差別化も図れますし、有利だと思います。
ただ、どういう規模の企業が取得しておられるのか、そ
れがわかれば目安にできるとの意見が出ていました。委
員会としては、今年と来年の２年間、グリーンプリンテ
ィング認証取得の啓蒙に頑張って努めてまいりたいと考
えています。�
　製紙メーカーの古紙配合率偽装について、メーカーは
ISO14001の認証を取得しているし、ホームページを見
ると、環境保全に取り組んでいると大々的に広報してい
ますが、あれだけの偽装をしておいて、本当なのかと疑
問視する声も出ていました。�
　組織運営委員会／報告者　楠行博委員長（富山県工組

常務理事）�
　正会員と賛助会員についてですが、これまでは印刷機
を有する者が正会員でした。しかし、業態変革が進むと、
それが通用しなくなる可能性がありますので、各県工組
に持ち帰り定義を協議していただきたいと思います。�
　富山県では、組合員の実態を調査するためにアンケー
トを行いました。10人ほどの役員の協力を得て、１社１
社調査して回りました。アンケートのポイントは「後継
者はいますか」「後継者は他人でもいいと思いますか」
「ホームページやDTP関係はどうなっていますか」「中
期経営計画は立てていますか」「経営方針はどうですか」
「業態変革推進プランを読みましたか」などで、これを
質問してアンケートを取った人が書き込みました。また、
工組についても「理事長が誰だか知っていますか」「常
設委員会が五つあることをご存知ですか」「どういう組
合事業に参加されましたか」「なぜ参加されないのです
か」「どういうセミナーを望まれますか」「どうしたら
参加されますか」「共済制度を知っていますか」「組合
に満足していますか」「組合に参加して良かったと思い
ますか」などを聞きました。それをまとめて、事業計画
に落とし込んでいこうと考えています。�
　実はいま、私が理事長にお願いしていることが一つあ
ります。それはセミナーの予算をすべて10人以下の小規
模企業の研修に当てていただくことです。２年間、それ
も土、日に富山市ではなく郡部で開催してもらいます。
テーマは若手グループにつくっていただきます。それで
ダメなら諦め、あとはどれだけ組合員が減り、会費がど
れくらいになるかを考えて、その中で組合を運営してい
きましょうという話をしました。�
　共済事業委員会／報告者　畠山三恵子委員長（三重県

工組専務理事）�

　共済事業は印刷工業組合本来の主要な機能の一つなの
で、それについての議論が白熱しました。委員会として
保険会社に提案させていただいたのは、もう少しわかり
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やすいチラシを作成して欲しいということです。事例付
きのチラシがあれば、私たちにも説明ができます。それ
と、どうしてもマンネリ化してくるので、従来のままの
もので組合員に加入してもらおうとしても、とても言い
にくいため、企画商品をつくっていただきたいと要望し
ました。また、保険金を支払っているのは会社なので、
会社側にも何かメリットがあってもいいのではと提案し
ました。何度もパンフレットを送っても組合員は詳しく
見ているのだろうかという疑問もありますので、原点回
帰ということで、保険会社には詳しく説明していただき
たいと思います。�
　理事長会／報告者　福島理夫石川県工組理事長�

　理事長会では、用紙値上げへの対応について、情報交
換を行いました。用紙値上げに対して、組合が組合員に
できることは何か、それは健全な経営をしていくという
方向性か、あるいは現状の窮状を対外的に訴えていくと
いう方向性を示すことです。健全な経営という観点では、
例えば、売上対経常利益率５％を指標にして、経営を進
めていきます。そのようにして、印刷価格の改訂に積極
的に取り組み、展開に知恵を絞っていただきたいという
意見でまとまりました。�
　全印工連からの意見／水上光啓会長�

　紙の問題ですが、逆転の発想をしてみませんか。値上
げではなく、値下げしてもらう方法を考えましょうよ。
これは私の思いなので、思いとして聞いておいて下さい。
重要なのは、その責任は我々が負わなければならないと
いうことです。東京では、今日電話して「今日持って来
い」「すぐに持って来い」というケースが日常多々ある
のです。これでは、自分たちのやっていることが本当に
正しいのかどうか自信がもてません。やはり、半分の責
任は我々にあると思います。大きく言えば、計画購買を
我々はしていません。計画購買を実践したら、物流経費
で15％くらい吸収できないでしょうか。私はできると思
います。無駄な経費を省く合理化をして、両方にメリッ

トのある新しい紙の購入形態を考えたらどうでしょうか。
私はこれを本気で考えています。�
　全印工連の見解／武石専務理事�

　教育・労務委員会から出された基準についてですが、
前回の地区協でも出され、委員会に持ち帰り、中央職業
能力開発協会に提案しました。先方は予算がなくて難し
いと申しておりました。しかし技能検定は国家検定であ
り、実施する県によって基準がバラバラでは問題がある
ので、厚生労働省に水準調整会議を開いていただき、き
ちんと対応してもらいたいとお願いしました。�
　環境委員会から出されたグリーンプリンティング認定
を受けられた企業の規模ですが、日印産連に確認して報
告させていただきます。�
　組合員の資格ですが、この定義は大変に難しく、実際
に印刷機を有していない組合員も大勢みえます。印刷物
を製造する設備を有していることがベースにあり、産業
分類上は製造業の範疇になります。印刷関連設備を有し
ていない場合、国の融資や税制助成が受けられないケー
スも出てくる可能性があります。これを大幅に変えるの
は、労力も時間もかかるのですが、業態がどんどん変わ
ってきていますので、賛助組合員のことも含めて全印工
連で議論していきたいと考えています。�
　全印工連は、かつては１万2,000社ありましたが、現
在は6,777社に減っています。数が多いことだけが良い
とは思いませんが、現実問題として新しい組合員の加入
がなければ、数はどんどん減り続けます。今年、全印工
連では、組織財政改革特別委員会を設置しました。組織
のあり方も検討させていただきます。�
　まとめ／四橋英児中部地区協会長�

　皆様方に確認しておきたいのですが、製紙メーカーは
我々の敵ではありません。岐阜商工会議所には紙業印刷
部会があり、製紙、印刷、ちょうちん、新聞社で構成し
ており、お互いに助け合っていくべき立場なので、全印
工連にはその辺りの対応をよろしくお願いします。�

　教育・労務委員会（岡田邦義委員長）では、「技能
検定オフセット印刷実技試験会場認定工場制度」を実
施しています。�
　これは、同実技試験を実施する上で、受験者が平等
で、より良い環境で受験できることと、合格率向上を
目的として制定したものです。また、各社工場におい
ては、自社の機械状況を客観的に診断でき、審査の結
果、認定工場を取得できれば、自社での機械整備が良
いことを顧客にアピールできます。�
　今回は、６月１日付けで次の６社（順不同）を認定
しました。�
　◎ 半田中央印刷㈱�
　◎ ㈱奉仕堂印刷�
　◎ ㈱丸和印刷�

　◎ ㈱アサヒグラフィックス�
　◎ 長苗印刷㈱（春日井工場）�
　◎ ㈱鈴活印刷�

　次回は、平成21年秋頃に募集いたしますので、
ぜひご検討下さい。�
　なお、認定工場を取得いただきますと、技能検
定オフセット印刷作業実技試験の会場として登録
させていただきます。�
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�

事業・行事 環境セミナー「グリーン営業とエコ印�
 刷提案促進セミナー」�
 ～必ず儲かる“エコ印刷”～�
場所 栄ガスビル　４階会議室�
講師：寺田勝昭氏（Ｐ＆Ｅマネジメント代表）�
参加費　組合員 1人 2,000円 一 般 1人 3,000円�
事業・行事 技能検定　学科試験対策学習会�
場所 名古屋会議室�
 栄中央店（名古屋プラザビル9階）�
※技能検定オフセット印刷作業学科試験受験者対象�
事業・行事 印刷寺子屋�
場所 愛知県印刷会館　３階会議室�
講師・演題　調整中�
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会�
場所 清滝ウォーキングと京の夏の風物詩�
 ｢川床料理｣昼食の旅（日帰りバス旅行）�
※参加費 大人1人7,000円 子供Ａ1人5,000円�
 子供Ｂ（昼食不要）1人　2,000円�
※座席と昼食が不要な幼児は無料です�
※定員 200名　※申込締切８月20日d
事業・行事 仮）「エクスペリエンス・マーケティング」セミナー�
場所 栄ガスビル　５階　大会議室�
講師：藤村正宏氏（フリーパレット集客施設研究所代表）�
参加費　組合員1人4,000円  一般 1人 6,000円�

�

８月27日d
14:00�
　～16:30��
�

８月30日g
13:30�
　～17:30��
９月11日e
19:00～�
20:30（予定）�
�
�
�
９月７日a

９月25日e

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�
事業・行事 平成20年度夏期印刷技術セミナー�
 「問題解決のポイントを学ぼう」�
 主催：社）日本印刷学会中部支部�
場所 愛知県産業貿易館　西館９階�
 第３会議室�
講師：照井義行氏（こまだ印刷㈱ 取締役工場長）�
参加費：１人　6,000円�
　　　　（３人以上の参加企業は１人5,000円）�

�
�

８月30日g
13:00�
　～16:45

第２回技能検定オフセット印刷作業実技試験会場認定工場�

　「リスクアセスメント等の実施に関する取り組みにつ
いて」厚生労働省労働基準局安全衛生部では、啓蒙活動
を積極的に進めています。　�
　平成18年４月１日より、安全管理者の選任業務のある
業種の事業者及び化学物質などを取り扱う事業者は、労
働安全衛生法第28条の２に基づき、危険性又は有害性な
どの調査及びその結果に基づく措置（「リスクアセスメント等」）
の実施に努めなければならないこととなりました。�
　厚生労働省では、リスクアセスメント等は労働災害の
一層の減少を図る上で有効な方法であり、事業所におい
て適切に実施されるために、業種・作業ごとのマニュア
ル整備や実施担当者の育成など、自主的な取り組みが必

要なことから、労働安全衛生施策の重点として周知・徹
底に努めています。�
　リスクアセスメント等の実施・促進のため、厚生労働
省ではマニュアル等の作成を行っており、これまで作成
したリスクアセスメント用マニュアルやリーフレットは
厚生労働省ホームページから電子媒体で入手可能となっ
ています。�
　「印刷・製本作業におけるリスクアセスメントのすす
め方」と題した小冊子を発行しており、印刷・製本作業
では、どのようにしてリスクアセスメントを進めたらい
いのか、具体的に解説しています。�
　リスクアセスメントとは、「作業場における危険性又
は有害性を特定して、それによる労働災害（健康障害を
含む）の重篤度（災害の程度）と、その災害が発生する
可能性を度合いを組み合わせてリスクを見積り、そのリ
スクの大きさに基づいて対策の優先度を決めた上で、リ
スクの除外又は低減の措置を検討し、その結果を記録す
る一連の手法」をいいます。�
　この小冊子、組合に常備しておりますので、閲覧ご希
望の方はお申し出下さい。また、下記ホームページから
検索することもできます。�
URLhttp://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzenei
sei14/index.htm

印刷・製本作業における�

リスクアセスメントのすすめ方�
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■予想されたごとく今年の夏は連
日の猛暑で、体調の不備を訴える
人が多く見られます。まだこれか
らが本番ですので、くれぐれも体
調管理には気を配っていただきた
いものです。�
■愛知県印刷産業団体連絡会は、
中部経済新聞に、印刷資材の大幅
な値上げに伴う印刷産業の窮状を
理解していただく意見広告を掲載
しました。印刷産業の窮状を知っ
ていただくために行ったものです
が、この意見広告により、ユーザ
ーの皆さん方の理解が少しでも深
まれば幸いかと思っております。�
■今月号の内容は、諸資材の値上
げに対する記事が多くなりました。
それだけこの問題が、頭痛の種に
なっていることが理解できます。
何年か前にもこうした値上げ騒動
がありました。しかし、この時も
英知を出し合い、解決の糸口を見
つけてきました。今回も必ずや良
い施策が生まれ、対応がされるも
のと期待しておりますし、また、
そうしなければ印刷産業の発展は
ありません。編集子を含め印刷産
業に携わる全ての人に、誌上から
“頑張れ印刷産業人”とエールを
送ります。�
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